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「緑の基本計画」は、都市緑地法に基づき、緑地の保全および緑化の推進を総合的・計画的に実施するた

めの計画で、本市では平成13年３月に「水と緑の恵みが生きるまち 守山」を目指し策定しました。

計画策定後、緑を取り巻く様々な変化やこれまでの施策の進行状況等を踏まえ、また今後のまちづくりにおい

て、緑という要素が重要視されるなかで、現状の課題や時代の変化に対応した全面的な改訂を行いました。

計画の目的

計画改訂の経緯１

（1）

本計画は、長期的な視点で“みどり”に関

して目指すべき将来像（夢）を示すととも

に、段階的に目指すべき将来像を実現する

ため、当面、10年後の2030年３月を目

標とした施策体系をとりまとめます。

また、計画の期間が長期にわたるため、施

策のＰＤＣＡサイクルを踏まえ、概ね、

2024年度を中間時の検証時期とします。

目指すべき将来像

目指すべき将来像

の実現に向けた

施策体系

当面の施策
目標年次：2030年3月

施策検証時期：2025年3月
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凡 例

※緑被率とは、一定の地域で、樹林・草地、農地、園地等

の緑で覆われる緑地の面積割合で自然度を表す指標の

一つ（緑地面積/敷地面積×100%）。

目標年次（2）

守山市の緑の現況２

（1）本市は古くから琵琶湖や野洲川の豊かな自然に恵ま

れた都市で、都市と自然の共生が図られてきています。

都市計画区域の緑地面積は約2,645haで緑被率※

は全体の58％と前計画時の60％からほぼ横ばい。

緑地面積のうち、約８割は中部田園地域を中心に広

がる農地が占めています。

市街化区域の緑地面積は約188ha（前計画時の

333haから約４割減少）であり、都市計画区域全体

の緑地面積の約７％に留まるとともに、半数弱を農地

が占めています。

Ｎ

本市における“みどり”のまちづくりを推進するためには、「市民」「民間」「行政」の３つの主体が連携・協働し、

効果的かつ効率的な取り組みを段階的に進める必要があります。

このため、それぞれの主体が果たすべき役割を認識しつつ、円滑な取り組みの推進を目指します。

事業化に向けた取り組み６

本市における“みどり”のまちづくりを実現するために、取組みの進捗状況と効果を検証する評価指標を設定

し、以下のように進行管理を行います。

本計画の個別施策や具体の取組み状況の把握については１年に１度、また第５次守山市総合計画に

示されている下記の評価指標を参考に、５年１度を目途に、関連部局、市民や専門家を交えた評価・検証

を行います。

なお、本計画は施設の新規整備よりも、その有効な利活用に重点を置いた施策を中心としていることから、

評価指標も整備関連はＡのみとし、その他は市民の意識を把握するものとしています。

連携・協働

〔市 民〕

“みどり”のまちづくりの参加・応援

例．“みどり”の保全、創出、維持、活用
〔民 間〕

“みどり”のまちづくりの実践

例．“みどり”のまちづくりのコーディ

ネート、新たな事業スキームの構築

等
〔行 政〕

“みどり”のまちづくりの事務局

例．“みどり”の維持管理、柔軟な運

用支援、啓発等

評価指標 平成26年度 令和元年度
令和６年度※
（目標）

Ａ 市民１人あたりの都市公園の面積 11.55㎡ 13.20㎡ 15.00㎡

Ｂ
守山市の街並みや自然の風景は調和がとれてい
ると感じる市民の割合

35.0% 52.6% 60.0%

Ｃ
公園や広場を快適で安心に活用できる市民の割
合

58.0% 57.3% 60.0%

Ｄ
守山市は草木など緑が多いと感じている市民の
割合

62.3% 75.2% 70.0%
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“みどり”のまちづくりにおける連携・共同の体制（1）

計画の進行管理（2）



＜歩行系ネットワークイメージ＞

・エリア内で市民ニーズに合わせた

多様な主体による“みどり”の拠

点と近接する拠点で形成される

ゾーンを整備し、日常的に使用す

る歩行動線を踏まえたネットワー

クで連絡

本市における“みどり”のまちづくりにおいて、都市部、集落部、湖

岸部の３つのエリアに区分し、エリアを連絡する“みどりの環・軸”を

形成、各エリアで環境保全やレクリエーション、防災、景観形成の

視点から「歩いて楽しい拠点とネットワークの形成」に取り組みます。

本市における“みどり”のまちづくり実現に向け、“みどりとみずべ”のシ

ンボル軸、“みどり”の環、“みどり”の拠点をモデル地区として緑化重

点地区に設定し、施策の水平展開に向けた施策を試行します。

“みどり”のまちづくりモデル地区５
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〔集落部エリア〕

・主に市街化調整区域

〔都市部エリア〕

・主に南部の市街化区域
市域

●

JR守山駅

野

洲

川

び
わ
こ
地
球
市
民
の
森

●

市民運動公園

〔湖岸部エリア〕

・主に北部の市街化区域

＜“みどり”の配置方針・イメージ＞

“みどりの”ゾーン

“みどりの”ﾈｯﾄﾜｰｸ

“みどりの”拠点

＜“みどり”のまちづくり モデル地区＞

Ｎ
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2

“みどり”のまちづくり 基本的な考え方３

“みどり”のまちづくり基本理念（1）

本市は、琵琶湖畔や野洲川、市街地を流れる河川や用水等の水辺、市民運動公園をはじめとする公共

施設でみられる様々な機能・規模を有する公園・緑地、鎮守の森や街路樹、遊歩道、住宅や事業所、店

舗等の花・木、優良な農地等の“みどり”がパブリックからプライベートの領域を幅広く包含し、暮らしと密接につ

ながっています。

水と緑に恵まれ、潤いと安らぎの環境を保ち、快適で豊かなまちを構成している本市の“みどり”のそれぞれ

が、人とともに多様な生物の命を守り、歴史や文化を醸成しています。そういった“みどり”、例えばホタルが飛び

交う環境等がまち固有の表情を育み、「守山らしさ」を高める重要な要因になっています。

そこで、市民ひとり一人が“みどり”の価値を次代に継承すべきかけがえのない財産であることを認識し、“みど

り”の将来像を実現する基本理念を掲げ、“みどり”を「創る」「守る」当事者としてまちづくりを進めるため、本計

画でも前計画に定めた基本理念を引き継ぎます。

水と緑の恵みが生きるまち 守山

【基本理念】

将来像実現の視点（2）

本市における“みどり”の保全、創出、活用等に関する将来像実現の視点は、“みどり”をまちづくりの手段とし

つつ、商業、農業、観光、医療、福祉、教育等の分野と連携することによりグリーンインフラとして社会資本整

備や土地利用等のハード・ソフト両面で持続可能な魅力ある都市を創造することです。

“みどり”のまちづくりは、官民連携を前提として、ひとり一人が本市で暮らすことを誇りに思い、協働によって実

現されるものです。

教 育 農 業

商 業

観 光医 療

福 祉

“みどり”

＜“みどり”のまちづくりの将来像（“みどり”のダイヤグラム）＞

～ … みずとみどりのシンボル軸

～ … みどりの拠点Ｉ

Ⅰ Ⅳ

Ａ



計画の体系４
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基本理念「水と緑の恵みが生きるまち 守山」を実現するため、課題・問題点を踏まえ、基本理念を実現するための基本目標として、以下に示す、３つの基本方針及び７つの施策方針、13の施策項目、32の個別施策に取り組みます。

基 本 方 針課題 問題点 基本理念 施 策 方 針 施 策 項 目 個 別 施 策

1. 住民ニーズに即した都市公園の再編
2. 施設の長寿命化
3. 公園管理・運営体制の拡充と都市公園の柔軟な活用
（P-PFI、社会福祉施設の設置など）

4. 市民緑地認定制度の活用
5. みどりのシンボルロードの整備

6. Ｐ－ＰＦＩの活用
7. 生産緑地制度を参考にした農の付加価値づくり

10. 公園、オープンスペースの都市防災機能の強化
11. 災害時の農地の活用

12. 生態系に配慮した公園等の維持管理
13. 水辺の水質保全
14. 多自然川づくり
15. 近隣自治体等の連携強化による生物多様性保全

16. 湖岸環境・景観の保全
17. 野洲川の環境保全・育成

18. 比良山、夕日の眺望を楽しめるスポット・ネットワーク整備
19. 街なか、集落の“みどり”のスポットづくり

20. 優良農地の保全
21. 保存樹木や屋敷林（社叢林）の保全
22. 遺跡等の保全

23. 敷地内緑化、緑地協定地区の拡充
24. 地域のオープンスペースの公園利用促進

8. 民間施設の緑化
9. 公共施設の緑化

25. 水辺のネットワークの形成
26. 緑のネットワークの形成

27. 身近な活動への参画
28. 一元的な情報発信

29. “みどり”のまちづくり推進母体の設立・運営
30. “みどり”のまちづくり人材の育成

31. まちづくりの制度・施策の連携強化
32. “みどり”の維持管理等に関するルールづくり

1. 市民に親しまれる持続
可能な“みどり”の拠点づ
くり

2. 稼ぐ“みどり”の仕組みづく
り

水

と

緑

の

恵

み

が

生

き

る

ま

ち

守

山

3. 多様な“みどり”の演出
“みどり”の公
共性を担保す
るために連携
可能な施策を
位置付ける

4. 都市の防災拠点の機能
強化

5. 生物多様性の保全
地域資源を
活かした持続
可能な“みど
り”に関わる協
働のあり方を
示す

都市、田園、
自然環境にお
ける、“みどり”
の保全・活用

6. 湖岸と野洲川の“みどり”
の保全

7. 良好な“みどり”の景観に
親しむ場づくり

公共空間とし
ての“みどり”の
再整備

8. 生活の中の守るべき“み
どり”の保全・育成

9. 街なかの“みどり”の保全・
育成

 市民が暮らしの中で
“みどり”のまちづくりに
関わる機会の増加・
拡充

“みどり”による、
守山らしさの
具現化

 “みどり”のまちづくりに
関わる団体間の交流
機会拡充

10.“みどり”のネットワーク形
成

みんなで“みどり”のまち
づくりを盛り上げよう

11. 誰もが“みどり”に関わる
機会の創出

 公園・緑地整備、維
持・管理の多様化

 市民のニーズに合った
公園・緑地の柔軟な
運用

12. “みどり”のまちづくり推
進体制の強化

 「のどかな田園都市」
の空間機能強化

13. “みどり”のまちづくり推
進基盤の整備

 “みどり”の潜在力発
揮につながる環境づく
り

1. まちの価値の創造

2. 快適性・安全性の向上

3. 環境共生による付加価
値づくり

多彩な“みどり”の機
能を生かし、まちの魅
力を高めよう

環境と共生する“みど
り”を守り、育てよう

4. 優良な景観の形成と保
全・活用

5. 生活の中に溶け込む癒し
の場の創出

6. 多様な主体の連携促進

7. まちづくり体系の整備

「のどかな田園
都市」にふさ
わしい、“みど
り”の保全、創
出、活用のあ
り方を示す


